
山形県介護支援専門員協緩会会誌　平成17年3月20日　第16号

m器臆漢主 音8－1臆臆園丁曹 �議萱鐘三寒璽In鷲賀書き菓 

禁煙について

～介護のプロ意識に問う～

理事　折居和夫

最近、50才代が多く縫れて

いる。いわく、璃・心筋梗塞・

脳出血・自殺等である。「息子

の葬式を出した」という患者さ

んが続いた。そして、それらの

ほとんどが喫煙者だ。食生活や

喫煙、運動不足、ストレス等に

よる、高血圧症・高脂血症・糖

尿病等の生活習慣病が危険を高めているのは事実

だ。特にWHOの言う「予防可能な、唯一最大の

疫病＝タバコ」は、日本国中で年間10万人の命

を奪っている。

好きな人を、大切な人を失いたくないから禁煙

を勧める、これが第一。次に、どうしても、何が

何でも吸いたい人は、他人に害毒は及ぼさないで

欲しい、と強く思う。「吸う権利」はあるかもし

れないが、吸いたくない人に煙を吹きかける権利

は絶対にない。受動喫煙の書は既にエビデンスが

出ている。即ち、乳幼児突然症候群の原因は、人

工乳・うつ伏せ寝・親の喫煙。子供の気管支喘

息・中耳炎・扁桃炎・歯肉炎の原因もかなりの部

分を親の喫煙が占める。喫煙者の夫を持つ宴は、

肺癌・乳癌・子宮癌の危険が数倍高まる。

禁煙に成功した人達は口々に「タバコの煙や臭

いって、こんなに不快で気分が悪いものだとは思

わなかった」と言う。やめて初めてわかったこと

だと。ということは、吸っている時には吸わない

人の気持ちはわからなかった。そればかりか、タ

バコのことを言われると「この神経たかり」との

たまう御仁もいる。理由・理屈・説明は要らない、

とにかく「タバコの煙と臭いが不快」という事実

がある。これは「セクハラ」に似ている。「モク

ハラ」という言葉を提唱している人もいる。

他人に按する職業は多い。介護・看護・医療・

教職・美理容・接骨・・・等だ。タバコを吸わな

い人は、近づいた人の臭いでそれとすぐにわかる。

そして、何とも言えない不快な気持ちになる。し

かし表には出さない。もしかしたら、お世話にな

っているからと出せないでいるかも知れない。臭

いは染み付いている。そして、一本吸うと数時間

は口から吐き出される一酸化炭素も有害だ。喘息

や狭心症の患者さんに息を吹きかけないで欲しい。

他人に接する職業人＝プロは朝の喫煙は控えて

欲しい。もちろん勤務時間中や昼休みも影響が大

きい。仕事が終わってからひっそりと吸うしかな

いのだと思う。いくら心を込めて素晴らしい仕事

をしても、服や息から漏れるタバコの臭いで、評

価は半減。いや、人や場面によってはマイナスに

なってしまうこともある。これは悲劇以外の何も

のでもないと強く思う。

大事な仕事をする、大切な人だからこそ、この

際一一気にやめませんか。応接します。
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国　網職制閥重雄緋鯉
介護保険は施行5年での見直しが法律に定めら

れているため、平成18年4月に改正される。それ

に向けての改正案が固まった。平成17年2月18日

全国高齢者保健福祉・介護保険関係主管課長会議

資料を元に現在の動向をお伝えする。

今回の改正の主題は「持続可能な介護保険制度

の構築」である。この「特続」というのは、いわ

ゆる団塊の世代が前期高齢期に入る2015年、さら

に後期高齢期に入る2025年という時期を目安にし

ている。2025年に3，500万人になると予想されてい

る高齢者の「尊厳の保持」を目的にした制度とし

て成熟するように、斬予防給付の創設や財源の見

直し、市町村の保険者機能の強化を図る方向が示

されている。

具体的なことは政省令・告示事項で定められて

図1介護保険制度改革（案） 
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いくことになるが、改革の概要は図1および以下

の通りである。

I　介護保険制度の改革

1、予防重視型システムへの転換

（平成18年4月施行）

2、施設給付の見直し（平成17年10月施行）

3、新たなサービス体系の確立

（平成18年4月施行）

4、サービスの質の向上（平成18年4月施行）

5、負担の在り方・制度運営の見直し

（平成18年4月施行、一部平成18年10月施行）

6、被保険者・受給者の範囲（附則検討規定）

Ⅱ　介護サービス基盤の在り方の見直し

（平成17年4月施行）

大きな改革として、予肪重視型にシフトしてい

図2　予防重視型システムへの転挨（全体概要）

予防量額型システムへの転換
（全体鶴憂）
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くが、介護保険における予防給付の位置づげを図2

に示した。介護認定で非該当になった高齢者を対

象に、これまで老人保健制度の枠組みで実施さ

れていた事業を、市町村実施の介護サービスの中

に取り込んでいくことになる。

また、保険給付と要介護状態区分のイメージは

図3のように、現在の要支援は要支援1（仮称）

保険給付と要介護状態区分のイメージ

となり、現在の要介護1が要支援2（仮称）と要

介護1として認定される。これらの認定の基軸こ

ついては何も触れられていないので、どのように

状態区分されていくのかについてはわからない。

そして所要支援者は予防給付、要介護者は介護給

付となる。

したがって制度改正後の介護サービスの種類は、

表lに示すように「予防給付」と「介護給付」に

大別されることとなり、それぞれに市町村が指

定・管理するものと都道府県が指定・管理するも

のに分かれていく。

施設給付の見直しは、平成17年10月から施行さ

れる。在宅と施設の利用者負担の公平性、介護保

険と年金給付の調整の観点から、介護保険施設な

どにおける居住費、食費が保険給付対象外になる。

低所得者については、負担軽減を図る観点から新

たな補足的給付が創設される。その水準が表2で

ある。

インタヴュー

介護保険制度改革のポイントと影響

山形県健康福祉部長寿社

会課介護保険推進室

指導専門員　木村　泉　氏

～平成18年4月の改正が

目指すものは何かについて

うかがいました－

＊き棺決定、詳細はこれから＊

平成17年2月18日の全国高齢者保健福祉・介護

保険関係主管課長会議での説明では、確定したの

は介護制度改革関連法案で、具体的なことは政省

令等で示されていくことになるとのことでした。

ですから現時点では改正の骨格になる法案が決ま

っているだけで、具体的な詳細は来年までに決定

されることになります。

＊改正の趣旨＊

今回の改正で特徴的なのは、「自立支援」や「尊
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厳の保持」を基本として制度の持続可能性を高め

ようとしていることです。法案では介護保険法の

日的規定（法第1条）に「尊厳の保持」を明確に

規定することになっています。介護予防を徹底す

る根拠に尊厳の保持を置くのです。おそらくケア

マネジャーが作成すべき書類は増えると思います

が、それは尊厳の保持がなされていることを明確

にするために必要な内容であることが求められる

と思います。

＊詩織可能な制度構築＊

介護保険を巡っては2015年間題があります。

2015年問題とはいわゆる団塊の世代が高齢期に達

する時期で、さらに2025年にはその世代が後期高

齢者に移ります。今回の改正のテーマである「持

続可能な介護保険制度の構築」は、そのあたりを

目処にしています。それまでに介護を必要とする

人が増えれば、それだけサービスの種類や量が必

要になるわけです。サービス供給が増えれば保険

料にはねかえります。その対策で考えられている

のが、財源をどうするかということと、介護を必

要とする人を増やさないということです。そうい

う意味の「持続可能」です。

＊市町村の保険者愉能登化＊

市町村の主体性をより発揮することができるよ

うにすることによって、保険給付内容のチェック

や地域にあったサービスの導入をやりやすくする

ねらいがあります。

＊介護支援専門貝の見直し＊

ケアマネジャーは大変になるでしょう。「サービ

スの質の確保・向上」の中に「ケアマネジメント

の適正化」がありますが、「介護支援専門員の義務」

が法に規定されることが重要です。これまでも運

営基準等には示されていたものもありますが、法

に位置づけられるということはそれだけ責任が重

くなるということです。担当件数や報酬の見直し

が検討されていますが、それに見合う報酬ととも

に果たすべき役割の充実も求められるのではない

でしょうか。

＊照の役割＊

このようなことから、県が市町村を支援する際

は、尊厳の保持の観点から、適正なケアマネジメ

ントおよび適正な介護給付をテーマにしていくこ

とになると思います。国では既に昨年10月から

「介護給付適正化推進運動」として全保険者が実施

することを提唱しています。全国的には、たとえ

ばケアプランのチェックや介護給付費の本人への

通知、医療費情報との突合などが実施されていま

す。また市町村の実施率をもとに、適正化事業へ

の取り組みの県別ランキングも公表されています。

＊施穀蛤付の見直し＊

施設サービスに関して言えば、措置時代の包括

的で画一的なサービス体系を多様化していく方向

にあります。今回の改正では施設の介護支援専門

員に直接係わるものはありませんが、多様化して

いく施設サービスへの対応が求められてくるかも

しれません。施設入所者にとって、これまでは施

設の中で生活が100％成り立っていました。今後は

入所者の生活を支えていくのに、施設サービス内

容が生活支援ニーズや介護ニーズに分解され、た

とえば外部サービスの導入などが図られていくも

のと予想されます。「特定施設入所者生活介護」の

対象拡大と併せ、「住まい」の多様化が進むと考え

られます。そのような流れの中で居住費や食費が

保険給付の対象外になっていっていると見ること

もできます。「ホテルコスト」は保険給付外の利用

者負担額は自由料金設定で、施設と利用者の契約

により定められますが、負担の水準や手続きのガ

イドラインは示されます。また低所得者について

は所得に応じた負担限度額にするなどの対策が図

られることになっています。

＊医療との関係＊

「医療と介護の機能分担と連携強化」について

は盛んに必要性が言われていますが、具体的なこ

とはまだ何も示されておらず、介護報酬や運営基

準の見直しの中で今後検討されることになってい

ます。検討課題には在宅だけでなく施設等におけ

る機能分担と連携強化も含まれていますので、施
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ていただけるはずです。「‘‘尊厳の保持’’を基本と

する」ことは、そのことが介護支援専門員ばかり

ではなく、適正化を実施する市町村職員も、介護

支援専門員を誌成したり市町村を支援する我々県

の職員にも共通する課題になってくるのです。公

的介護保険という公平性が求められる制度の中で、

「みんな違ってみんないい」をどうやって実現して

いくのか・・・。難しいけどワクワクするテーマ

と言えるようになれたらいいと思います。

（インタヴュー：平成17年2月25日、

聞き手：広報委員会　丹野克子）

二郎〈「

事会報告

毅が外部の医療機関を利用するときの報酬等の在

り方も検討される予定です。

＊おわUに＊

「“自立支援”や“尊厳の保持’’を基本として制

度の特続可能性を高める」ということは、かなり

難しいテーマです。利用者本人とって自立や尊厳

の内容は一様ではなく、何が本人にとって適切か

という判断が必要になってくるからです。いわば

価値の選択を迫られることになります。それは、

単に法律や介護・医療の知識に優れているから適

切にできるというものではありません。ケアプラ

ンを作成している介護支援専門員には良くわかっ

「　「請託 理事…
～寄．、」．、∽、．．．！．，．。

第23回定例理事会議事録

と　き：平成16年12月11日（」）17時－19時

ところ：浜なす分店

出席者：会長、理事15名、監事1名、事務局

1、開会

2、会長あいさつ　　三須会長

3、協議

1）地区支部報告

2）委員会報告
・広報委員会　12月20日第15号発行予定

・総務委員会　　青森県介護支援専門員協議会で

の会議出席報告、ケアマネジメント学会（東北）

次回開催担当は青森県に決まった。

・財務委員会　　督促状送付後71名納入あり。

会費値上聞こついて：会員の理解を得ることが

必要。設立当初は、入会金の繰越金で運営して

きた。今後、職能団体としての組織強化、介護

支援専門員協議会の全国組織発足し、支部とし

ての活動の見込みあり。事務局体制維持経費必

要。入会金・年会費、ともに6．000円に値上げが

妥当か。会費未納者には会員サービスの適正化

が必要。

・会費値上げに関する意見

・介護支援専門員業務実務者と非実務者ではメ

リットが違う、その割合は把握しているか。

・会で現任研修等の事業を受け持つことになれ

ば、入会にかなりメリットが出ると思う。

・入会金が、2，000円から、6，000円になるのは

高いので、4，0（畑円ではどうか。

・振込みは忘れやすいので、引落としはどうか。

・値上げすれば既存の会員退会の恐れもある

のではないか。

・新規会貝に対して、引落としと振込みの選択

制にしてはどうか。

・口座引落としと振込みの2本立てが良いと思

う。いずれにしても会費値上げは総会以降に

なる。引落とし方法について調査が必要。

3）その他　　次回理事会に相談窓口回答者を招

き、相談窓口状況報告

4、閉会

・次回常務会：1月22日（土）17時一

・次回理事会：3月5日（土）17時－
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案24回定例理事会議事録

と　き：平成17年3月5日（土）17時～19時

ところ：山形市総合福祉センター

出席者：副会長l名、理事18名、監事l名、

オブザーバー1名、相談窓口2名、事務局

1、開会

2、会長あいさつ　　　会長欠席

3、協議∴∴∴∴議長　加藤（市）理事

1）16年度収支決算、17年度予算について

・支出の部では、管理費の通信費、印刷費を削減

する。事業費に新名簿作成の予定経費として、

総務事業運営費を設ける。
・事務所委託金の他団体負担率が増えた為、昨年

度より負担が少なくなる予定。
・調査研究事業運営費と地区支部助成金を別項目

にする。

2）委員会16年度事業報告

・研修委員会　　ウェルフェアとの共催で研修会

を開催したが、参加者が少なかった。

・サポート委員会　　委員会を1回開催。11月よ

り、面接、通話による相談窓口を開設。

・調査研究委員会　　県と共同での実態調査アン

ケートの分析調査を山大に依頼し、結果が出た。

結果をもとに、今後の対応を検討中。
・総務委員会　　他都道府県ケアマネ協議会の実

態調査報告、規程の検討などをおこなった。

・財務委員会　　前回の理事会および常務会にて

会費値上げ、会誌自動払い込みを検討。入会金

4．000円、年会費6，000円にし、引き落とし先は、

郵便局と銀行からの選択にできるよう造偏。
・広報委員会　　委員会3回開催、会誌4回発行。

今年度は予算内での発行、発送に務めた。会誌

内容に関して訂正を2回入れる事態があり、今

後そのようなことがないよう務める。

3）委員会17年度事業計画

・研修委員会　　これまで年2回の研修会開催を、

予算組みをして、今年度は3回開催予定。第1

回は総会時、その後、9月、2月に開催予定。

ウェルフェアとの共催は是か非か？（ウェルフ

ェア事業との併催について多数の意見あり、省

略）
・サポート委員会　　今年度同様の相談業務。

・調査研究委員会　　アンケート調査の一次集計

結果の活用方法を検討していく。
・広報委員会　　来年度も引き続き年4回の会誌

の発行を行なう。広報事業の検討も行ないたい。

・総務委員会　　新名簿の作成を予定。

4）会賛値上げ、口座引落とし、入会案内について

・会費納入の自動振替手続きが完全になされるに

は時間がかかることが予想される。

・自動振替は手数料も安くなるので、経費削減に

つながる。

・今年度実務研修会の際に内陸、庄内地区にて入

会案内を終了している。

・既存会員には、総会決議後に案内する予定。

5）地区支部活動の動向について

・各支部から報告（省略）

6）相談窓口状況報告

・相談内容、件数、相談方法等の報告

7）実態調査アンケート結果について

・回収率が非常に高かった。10月頃に最終分析、

実態調査報告がまとまる予定。

8）その他

・広島県介護支援専門員協議会の実態報告

・痴呆予防プロジェクト検討委員会報告：認知症

予防の取り組みへの参画が求められている。
・全国介護支援専門員連絡協議会第3回全体会議

出席（3月11日）に向けて：日本介護支援専門

員協議会（仮称）の設立について、県として是

か非か？→全国体制で協議会全体の変革を図る

時期であり、設立賛成の決議をもって出席予定。
・監事意見：会費値上げ、価格に関しては妥当で

ある。手続きをしない会員や見なし退会者への

対処等の検討必要。

4、閉会

次回理事会　　4月2日（土）17時一

山形市総合福祉センタ一

艇
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地区支部綴喜
（山形地区・置賜地区・最上地区・庄内地区〃村山地区）

山形地区支部

第12回研修会

目　時：平成16年12月4日（土）

14時～16時30分

会　場：山形市総合福祉センター

テーマ：「介護保険制度の現状と課題
一介護支援専門員をめぐる動き－」

議　師：木村隆次先生

（全国介護支援専門員連絡協議会会長、

社会保障審議会介護保険部会委員）

参加人数：80名

介護保健制度の改正についての骨子をなるべ

く早く把握することが大切と考え、研修会を開

催しました。

介護保険制度の見直しの動向と介護支援専門

員としてどの様に対応していくかについて、社

会保障審議会介護保険部会のメンバーで私達の

代表として提言されておられる木村先生をお迎

えして講義を受けました。

講義の内容は、現在の介護保険情勢、2015年

の高齢者像、健康フロンティア戦略、介護保険

制度の見直し、ケアマネジメントの体系見直し、

新介護予防等について簡潔に解説されました。
・健康フロンティア戦略では、単なる長寿では

なく国民一人ひとりが生涯元気で活動的に生活

できる「明るい活力ある社会」の構築、「生活習

慣病対策の推進」と「介護予防の推進」の2つの

アプローチにより展開していく。
・介護保険制度の見直しでは改革のスケジュー

ル介護保険部会の「介護保険制度の見直しに関

する意見」、霞ヶ関の動き、介護支援専門員連絡

協議会としての提言についても話された。
・ケアマネジメントの体系見直しでは、ケアマ

ネジャーの専門性の確立、マネジメント機関の

見直し、資格、研修体系の進行状況。
・介護予防について高齢者の状態像に応じたア

プローチ、地域包括プログラム、ケアのボイン

トについて説明された。
・介護支援専門員に望むこと、期待することは

大きく介護保険馴鹿の要として、組織の強化と

機能団体として確立の必要性を提言された。

第13回研修会

日　時：平成17年2月23日（水）

19時－20時30分

会　場：山形市総合福祉センター

テーマ：介護保険制度改革の全体俊一尊厳あ

る老後を支える介護を求めて一

議　師：木村泉先生（山形県健康福祉部長寿

社会課介護保険推進室　指導専門員）

参加人数：90名

2月18日の全国高齢者保健福祉・介護保険関

係主管課長会議を踏まえて、最新の制度改革の

概要をお話いただきました。

平成16年9月25日、介護保険制度を中心とした

第2回目の研修会終了。

平成17年1月28日－29日に役員宿泊研修を実施

し、平成16年12月22日厚労省よりの通知につい

ての学習会を行なった。

3月10日第6回役員会実施。総会嘩偏、支部規

約、研修会のあり方等協議した。

最上地区支部

01月14日　第7回役員会

支部会報の発送分担、第3回研修会の案内文作成

○殿上地区支部第3回研修会

2月5日（土）「わくわく新庄」にて、県介護保

険推進室　指導専門員　木村　泉氏より「介護
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保険の見直しについて」のテーマでご講演をい

ただきました。役員の予想を大きく上回る50名

程の参加があり、急きょ、資料のコピー追加等

に追われました。

制度改革についての感心の深さに驚かされた

思いでした。施設給付費の見直し等ある程度目

に見えて来たものと新予防給付、地域支援事業、

地域密着型サービス、地域包括支援センターの

創設等まだ内容の全体が見えないものがあり、

今後の情報に充分留意して欲しいとの事でした。

ケアマネの資質向上については、研修の義務化

や更新制は確実で、プランのチェック等名簿に

よる管理が強化されていくようです。

○研修会後第8回役員会

17年度総会へ向けでの各委員会の活動報告、

収支決算報告等堕偏、事業計画、予算案の準備

等協議。

庄内地区支部

例年にない大雪のため、庄内地区支部の活動は

停滞気味です。後日役員会を開催予定です。

鰐“’宅〝、‘

認繊

第4回研修会

柚iI地区支部では、今年度最後の第4回研修会

を行ないました。

日　時：平成17年2月6日（日）

10時－12時

場　所：寒河江市ハートフルセンター

3F和室

l：開　　会　安食理事（寒河江市担当）

2：あいさつ　荒井支部長

3：講　　演「権利擁護と成年後見制度の活用」

講師　蔵王やすらぎの里

施設長補佐　山名康子氏

4：閉　　会　安食理事

例年にない大雪の影響もあり、参加者はいつも

より若干少ない17名でした。

参加者は、山名講師の講演が始まると、話を聞

き漏らさないようメモをとろなど、真剣な態度で

ケアマネジャーとして学ほうとしていました。

現在、山名講師は、山形県社会福祉士会権利擁

護センター「ぱあとなあ山形」で運営委員として

活動し、権利擁護や成年後見制度等についても活

躍されています。そうした経験を踏まえて、其々

の制度を正しく理解し、利用者の為に活用出来る

ように、私たちに解りやすく話して下さいました。

そのなかで、ケアマネジャーは事業所に所属し

ていでも、最終的には個人として仕事をし、利用

者一人一人の声を反映させ、一人一人の権利を守

り、地域でより良い生活が出来るようケアプラン

をたでなければならない。また、利用者の意向と

権利を尊重し、利用者ニーズに応じた支援と「地

域福祉権利擁護事業」・「苦情解決制度」・「成

年後見制度」等と制度間の連携や役割を学び、窓

口や専門家に繋いでいくことを再確認しました。

講演内容i

l・権利擁護の必要性

2・利用者の代弁者としてのケアマネジャー

3・介護保険制度と両輪の輪と言われる「成年後

見制度」とは

4・成年後見制度一一事例から

5・介護支援専門員のみなさまに感謝をこめて

（質疑応答を含む）
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〃関糖種“

●介護保険施設にがする計画担当介護支援専門員の機能と配置のあり方について（2）

熊坂　　聡　氏（山形地区支部、山形県介護支援専門員協議会副会長）

施設における計画介護支援専門員のあり方について、今回は、宇部短期大学の横山正博先生と富士

原椰子氏の論文「介護保険施設における介護支援専門員の役割と機能」（雑誌介護福祉学第10号第1
巻2003年10月）を手がかりとして考察を加えてみか、。

両氏は、介護保険法にみる施設種別ごとの条文を分析し、その条文に込められた介護支援専門員の

機能を読み解いていった。その中で次のように記述している。「施設における介護支援専門員に＿聖堂空

役割と機能は①アセスメント②ケアカンファレンスの管理③サービス計画の原案作成④利用者と家族
への説明と同意⑤モニタリングであった。一方で、介護保険施設における介護支援専門員数は、各施

設種別とも省令により100人に1人の配置基韓となっている。このことから、介護支援専門員は利用

者に対する直接のサービスの提供者というよりは、直接のサービス提供者である各職種が円滑にサー
ビス提供できるように施設サービス計画を作成し、施設における援助過程全体を管理運営、推進すを

役割と機能を担っていると考える方が妥当である」と述べている。つまり、施設の介護支援専門員に

求められる業務量と業務の質と配置基準からすると、介護から外して本業務を行わせることが妥当で
はないかというのである。私はこの考え方にほぼ賛成している。ここでは、介護という業務の特性を

考えてみる必要がある。介護職員は利用者との間で「生活」を媒体として非常に緊密で日常的援助と

依存関係を成立させている。また、感情的にも深い関係を形成する。これは、介護という関係では適

切であるが、客観性・公平性・中立性が求められる本業務においでは必ずしも適切とはいえないと思

うからである。しかし、この論文の筆者らは、「現行法令によると、介護保険施設の介護支援専門員は

他職種との兼務が認められており、専任化が望ましいのか、あるいは兼任でのままでも十分その機能

を果たしていけるのは談論を要すると思われる」と述べており、正式な見解はまだでていないという。

このような状況にか、ては、現実的には、専任と兼任のそれぞれの欠点と長所を理解しながら、可能

な限り上記に示したケアプランになるように努力していくということが現実的対応だろう。介護保険

施設において本業務に携わっている会員の方々の実態と意見を聞かせていただきたいところである。

●ケアマネジャーとは
河田　満之　氏（置賜地区支部、山形県介護支援専門員協議会置賜地区支部支部長）

この冬の大雪は積雪地帯のサービス提供事業所やケアマネにはさぞかし身体的、絹神的、経済的に

大きな負担となったことだろう。運転の際の注意力、訪問先の稲雪の心配、きっと携帯電話の料金も

かさんだにちがいか、。交通渋滞や事故のため目的の家に行く時間の変更や所属事務所への連絡など

で時間と神経をすり減らしながら。

さて、長年にわたる長男夫婦の協力と在宅サービス（ホームヘルパー、訪問看護、施設ショートス

テイの利用）により独居生活をし、最近施設入所に至った（入所申し込みはしていた）Tさんの事例

を考察する機会があった。ケアマネは入所に立会い、複雑な心蜘こ陥った。と話した。長男夫婦は「確

実な手形」を切られ、不安もあるが安堵の感が強いと話し、Tさんは「ここに来るのは少し早かっだ

かな」とケアマネに呟いたが、「これまでの息子夫婦の気持ちも考えると」とも話した。利用者本人の

現状での生活維持と自立支援を願いながらまた、できる限り在宅での生活を中心にと継続性のあるケ
アプランを考えていた。少なくともまだ大丈夫、できると思っていた。入所までの数日間、本人、家族、

施設とも話し合う期間はあったか、結果的には不完全燃焼の終結となっ私　とケアマネは話した。レ
スバイトケアを思い、まったく逆のケースもあったが本ケースはあくまでも割り切れなかったと語った。

平成18年4月、国は介護予防重視の施策の中で軽度（新要支援1、要支援2）の高齢者は、現在の介

護サービスが制限される。「生活機能を低下させる」「利用者の能力を引き出す」との理由だ。筋力ト
レーニング、栄糞指導、口腔ケア等大いに結構である。しかし限られた年月のなかで、また家庭事情

から、これからの国の施策は、家族とケアマネが施設入所の考えを終点にプランニングすることを助

長するかもしれない。
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美味紹介友人：青木和弘さん（山形地区）

島崎みつ子

皆さんにとって介護支援専門員協議会の会員になっていて良かったこと何で

すが。初めての介護保険制度、資格は取ったものの何をどうしていいものやら、

誰もが暗中模索でここまでやってきたのではないでしょうか。そんな時、私は

会誌からの情報が役に立ったし、有難かった。今回紹介する青木さんは会誌を
ここまで育ててきた人です。少ない予算で苦労して編集し、会員のために発行

し続けてくれました。編集委員会は自宅を開放、自分のパソコンや電話で原稿

集めをして、期日には発行し送付されてきました。その度、今頃ほっと一息入

れているたろうな、と心の中で感謝していました。

私は、ケアマネになって一番良かったことは各職種の友人・知人がたくさん出来たことです。知識の

宝庫ですよ。分からないことは電話をかければたちどころに教えてくれる優秀なメンバー、活用しない

手はありません。皆さんも地区会、総会、研修会に稲極的に出てきてください。そして隣に座った人と

ぜひ知り合いになってください。（職種を聞いてチェック、辞書と知り合いになる絶好の機会なのですか

ら、無駄にしてはいけません。）

青木さん、理事から腫れて寂しくないですか。そろそろ戻ってこられたらいかがですか。朝早い仕事
の時、奥さんと仲良く散歩している姿を見ました。子供さんの話には目がなくなるくらい、心優しい家

庭人。きっとケアマネでもその心根は遺憾なく発揮されていることでしょう。私は優秀なケアマネとし

てよりも、おいしいところに連れて行ってくれる青木さんが一番好きなんですけど、ね。「お父さん、こ

の歳になってガールフレンドがたくさん出来ていいね。」と家族にニヤニヤされながら送り出されている

そうですけと、そろそろ美味しい飲み会しませんか。

山形県介護支援専門員協議会 

第5回通常総会並びに平成17年度第1回研修会のご案内 

標記総会並びに研修会を下記により開催いたします。今回の総会においては会費値上げ等、重 
要な討議案件がありますので、万障お繰り合わせの上、ご出席下さい。 　　　記 日時平成17年4月17日（日）13：00－16：00 

会　場　　山形市総合福祉センター（山形市城西町2－2－22） 

内　容　13：00－14：00　第5回通常総会 

主な議題：16年度事業報告・決算、17年度事業計画・予算、 
会費値上げなど 

14：10－16：00　平成17年度第1回研修会 

テーマ：「介護予防について（仮題）」 

講　師：福島県立医科大学医学部公衆衛生学講座 
教授　　安村誠司　先生 

その他　・例年と会場が異なりますのでご注意ください 
・総会欠席の場合は同封委任状にご署名捺印の上、必ずご返送ください。 

以　上 
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サポート委員会

1、他県の状況報告の4回日は広島県について
報告します。報告する資料や報告方法につい
て検討しました。
2、山形県介護支援専門員協議会の入会案内を
2月17日、24日、3月の3回、養成研修中の

会場に出向き入会の説明を行ってきました。
3、会員名簿発行に向けて協議中です。

（委員長　加藤　市左工門）

研修委員会

2月7日に、四人の委員全員が集まって研

修委員会を開催しました。議題は、今年度の
反省と来年度事業計画でした。4月17日の総
会後の講演会は、候補が三つ上がり嬉しく悩
みました。結果、福島県立医科大公衆衛生学
講座の安村教授に「介護予防とその周辺」に
ついてのお話をお顕し1することに決定しました。

更に、来年度は予算は同じで講演会を二回か
ら三回に増やすことも話し合われました。研
修に関してのどんなご意見でも結構ですので
お寄せ下さい。　　（委員長　折居　和夫）

広報委員会

会誌内容の訂正が続き、会員の皆さまにはこ
迷惑をおかけいたしました。申し訳ありません。
そのような反省も踏まえながら、今後も金貨の
さまざまなニーズにこたえる会誌つくりを目指
します。ご意見やこ感想をお寄せください。特に、
特集のテーマを募集しています。また、「会員の
声」桐を利用して、自分の意見を会員に提示し
てみませんか？
今号も盛り沢山の内容になっています。理事
会報告や委員会報告の中には重要事項も含まれ
ています。じっくりお読み下さい。

（委員長　丹野　克子）

相談内容によっては回答に時間がかかりお待
たせしているところもありお詫びいたします。
ホームページを通じて介護支援専門員からばか
りでなく一般の方からも相談がきています。家
族の介護相談、介護職の資格を取りたいがどん
な方法があるのか等々　‥・。

（委員長　阿部　三重子）

財務委員会

本会では設立当初の繰越金を充当して会務運営し
てまいりました。¢会員のニーズに応えられるよう色々
な事業を展開すること、②全国介護支援専門員連絡
協議会が発足し、今後、支部としての活動が見込ま
れること、G）事務局体制維持の経費のために、職能
団体としての基盤強化を図ることが急務であり、会
費の値上げが避けられない見通しとなりました。年
会費は、次年度総会にて決定いたします。
また、会費納入方法につし1て、他の職能団体での
運営を参考に、郵便または銀行口座の自動払し＼込み
制度を利用することといたしました。従来、郵便振
替口座への振り込みでしたが、毎年「うっかり忘れ」
による未納が全体の3割以上あり、会費納入の確認
や督促にかかる事務作業畳も膨大なものになってい
ます。事務経費を削減するためにも、なにとそこ理
解こ協力をいただけますようお願いいたします。新
規入会希望の方から自動払い込みにかかる手続きを
していただいておりますが既存会員の皆様へのご
案内は4月以降になりますのてこ了承ください。

（委員長　岡富　千賀子）

調査研究委員会

「介護支援専門員業務の実態」（こ関する調査
の山形大学の分析が終わったようです。近日中
に地域看護学の教授よりレクチャーを受ける予
定です。レクチャーを基に委員会で報告会を行
ない、今後の対応を協議していきたいと思いま
す。資料を見ると、予想を超える露のケアマネ
ジャーの自由意見がありました。委員一同ちょ

っと驚いています。（委員長　伊藤　欣弥）
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全国介護支援専門員連絡協議会全国会議報告

理事　佐藤貴司
＊第3回全国会趨
日　時：平成17年1月16日（日）13：00－15：30

場　所：東京都港区虎ノ門　虎ノ門パストラル本館8階
内　容：⑧第1回研究大会について、②日本介護支援専門員協会（仮称）の設立について、
③調査研究軍楽について他

＊第4回全国会穣
日　時：平成17年3月11日（金）14：00－16：30

場　所：神奈川県横浜市　パシフイコ横浜会議センター4階
内　容：第3回内容継続

1）「介護事業経営実態調査」のご協力のお願い
厚生労働省から平成17年4月1日現在（3月期分）の「介護事業経営実態調査」が実施されます。この
調査をもとに次期介護報酬の改定が検討されます。各事業所においては、単に予算書上の数字を記載するの
ではなく、本来事業所として負担すべき家賃・光熱水費等についても勘案の上、間違い無くご提出いただく
よう、会員の皆様からも管理者、経営者の方にご説明いただきますようお願いいたします。私たちの活動が
正当に評価されるようこ協力ください。
2）日本介護支援専門員協会（仮称）の設立について
現在の全国連絡協議会は、事業者団体として加入している県もあり、山形県のように介護支援専門員の個
人会員を基本としているところばかりではありません。今後介護保険法の改正の中で、法的立場を明らかに
し、資格の更新性も検討されていることから、全国連絡協謙会の中に日本介護支援専門員協会設立準備委員
会を立ち上げ、皆さんの声を制度に反映すべく検討をすすめることになりました。詳しい内容（案）が示さ
れた段階で改めてご報告したいと思います。

痴呆予院プロジェクト検討委員会報告

理事　丹野克子

第5回（平成17年2月25日）が開催され、平成16年睦本委員会の総括と平成17年度認知症高齢者対策に
ついて協議されました。

認知症の普及啓発、予防、早期発見・早期対応として、小集団（町内会等）単位での認知虚子肪教室開催・
認知症のスグ）一二ング方法や対応マニュアル作成の検討、各分野および団体における認知症関係者の人材育
成やネットワーク構築などが委員会意見としてまとめられました。介護支援専門員協議会には、研修の充実、
人材育成、関係団体との連携・ネットワーク構築などが期待されています。
痴呆予防プロジェクト検討委員会は今年度で終了し、来年度は認知症予防プロジェクト推進委員会が設置さ
れる予定です。

「痴呆」の呼称を「認知症」へ変更

厚生労働省の「r痴呆」に替わる用語に関する検討会」が、平成16年12月24日に最終報告をとりまとめ
た。それによると、「痴呆」という用語は侮蔑的な表現である上に、「痴呆」の実態を正確に表しておらず、

早期発見・早期診断等の取り組みの支障になっているとの観点から用語の変更
が必要で、新たな用語として「認知症」が最も適切であるとした。この報告を
踏まえ、行政用語としては即日付けで新呼称を「認知症」とするとした。一般
的にも「認知症」の呼称の普及を行ない、介護保険法等の法改正案の中にも呼
称変更の項目が盛り込まれている。
ただし、医学上の用語としては引き続き「痴呆」が使用される予定である。
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（五重）　　　個人情報の適切な取。扱い

「個人情報の保護に関する法律」（平成17年4月施行）にもとづき、厚生労働省によって「医療・

介護関係事業者における個人情報の適切な取り扱いのためのガイドライン」が作成された。ガイド
ラインによると、介護関係事業者は、多数の利用者やその家族について、他人が容易には知りえな

いような個人情報を詳細に知りうる立場にあるので、法の規定により個人情報の適切な取り扱いの

厳格な遵守を求めている。これによって、介護支援専門員の現場における個人情報の取り扱いが、

より一層慎重に行なわれることが求められる。

法令上、「個人情報取扱事業者」の義務を負うのは、識別される特定
の個人の数の合計が過去6ケ月以内のいずれの日においても5000人分

を越える事業者とされている。しかし、良質で適切なサービス提供のた

めに、また利用者の立場に立てば、どの事業者が該当するのかが分かり

にくいといった理由から、法令上の義務を負わない事業者もガイドライ

ンの遵守の努力を求められる。そして、個人の人格尊重の理念の下に、

個人情報保護に関する考え方や方針に関する「宣言」や規則の策定と公

表、情報の漏えい等の問題に対処する体制整備が求められることになる。

介護関係事業者における個人情報としては、たとえばサービス計画書や個別援助計画、ケアマネ

ジメントの経過記録、サービス内容の記録なども含まれる。

また、利用者にとっては、本来自分のものである情報がどのように取り扱われているのかについ

ての情報開示を求めたり、情報の利用目的の説明を求めることができるようになる。

『痴呆ケア標準テキスト第1善一第5巻』

麗

日本痴呆ケア学会　編
株式会社ワールドプランニング

第1巻「痴呆ケアの基礎」　　　1，600円（2004年）

第2巻「痴呆ケアの実際I　総論」2，200円（2004年）

第3巻「痴呆ケアの実際Ⅱ　各論」2，200円（2004年）

第4巻「痴呆ケアにおける社会資源」2，000円（2004年）

第5巻「痴呆ケア事例集」　　　　1，800円（2005年）

日本痴呆ケア学会の認定資格「痴呆ケア専門士」の参考昔で、試験は
このテキストから出題されるそうだ。各巻の帯に「認知症にかかわるす
べての人にとって必読・必携の1冊！！」とある。「すべての人」「必読・

必膀」という紹介に気後れしながらも、全巻に目を通してみた。
認知症高齢者のケアを、パーソンセンタードケアの理念のもとで普遍化し、エビデンスに基づいて標準
化していこうとする執筆者陣の意図と意欲が伝わってくる。医療領域は専門用語に偏りすぎない文章で読
みやすく、高齢者一般の心身機能の説明もあった上で、認知症症状の特徴や類似症状との鑑別などが書か
れている。他にもコミュニケーションスキル、アセスメントツール、家族への支援、リハビリテーション、

環境整備の工夫、ターミナルケア、社会資源の詳細、ケアマネジメント、事例報告の意義やまとめ方‥・
など、まだまだ多くのさまざまな専門分野の知見が、丁寧に詳細にわかりやすく述べられている。事例集
では、在宅と施設に分けて行動障害の種類別に事例があげられていて、対応方法もさまざまな領域のもの
が提示されている。虐待への対応や事故予防にも触れている。
これだけの内容が、携話しやすいA5サイズのソフトカバーにコンパクトに収まっていることが不思議

に思えてくる。認知症のみならず、高齢者のケアに携わる人は当然知っていなくてはいけないような内容
が全般的に網羅されていて、帯の文句は誇張じゃなかったと感じられる。「高齢者ケアに挟わる人にとって
必読・必勝の基本テキスト」と言いたい。
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相談窓口（ケアマネ110番）から
このコーナーでは、山形県介護支援専門員陽報会相談窓口に寄せられたご相談と回答などをお伝えします。

人工透析高齢者の膳般入所について

田帖
人工透析者（介護度2）で入院中、退院を迫られています。キーパーソンも脳梗塞再発で

倒れ入院中、芳しい回復は見込めません。キーパーソンの妻も、夫の介護と仕事の両立で精
一杯で、ご本人にまで手はまわせないとの訴えがあります。入所申請はしているのですが、

週3回の透析通院への対応に対して難しい現状があります。施設入所者の、透析通院介助の

確保について教えて下さい。

［亘亘］
入所者の通院に係る人件費、車両の使用等は、基本的に施設の介護サービスなどの一環と
して行われるものとなっています。地域によって入所者が透析通院（週3回）への対応がス
ムーズになされている施設が多いところと、少ないところがあるようです。現在病院に入院

されているようですので病院のソーシャルワーカーにご相談していただくのがよろしいかと

思います。あるいは、各地区の支援センター、各市町村の高齢福祉課などへもご相談、また
高齢者アパート等は透析の方の受け入れが可能なところもございますので併せてご相談くだ
さい。

＊＊＊介護支援専門員相談窓口のお知らせ　＊＊＊

平成14年度から山形県からの委託で、「ケアマネ110番」としてメールやFAXによる相談を

受けてきましたが、直接相談をしだいという要望に応え、この度下記により面接や電話による相談

窓口を開設しました。FAXやメールによる相談も従来通り行っていますのでご利用くださいo

書経や面接による椙敲 �FAXやメールによる相談 

日　時 �毎週木曜日　12時－15時 �常時 

内∴容 �直接面接して相談したい内容 �回答の必要な質問や急を要すろ内容など 
例えば �例えば 

職場内の悩み �制度上の触釈 

相談員 �2名（交替） �6名 

受　付 �受付は随時 相談は毎週木曜日 TELO23－615－6530（相談専用窓口） �随時 

櫓薮を受ける内容
⑨ケアブラン輪郭すること
②介露候験制度について
③俣鑓箆廉橿社の減算について
④ケアマネジメントに関すること
⑤鰻勅語鞭事例
⑥その他

梱韻方法はつきのとおりです。
郵　　便　　〒990－0021

量監鵠繭：器∴篤志認諾鶉
ホームページ∴∴h償pJ／WwwlO．plala．or

網
膜
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料
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す
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宙
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㊤㊥⑫⑮e
介護支援専門員研修事業　実施報告

《実務研修Iこついて》

今年度は、H16介護支援専門員実務研修受講試験

合格者とH15実務研修未受講者を対象に、3コース

で実施しました。

今年度は初日の集合研修と、コース別に前期3日

間と後期2日間の計6日間、40．5時間と、昨年以上

に充実した内容となりました。358名が研修を修了

して介護支援専門員として登録され、これで県内の

介護支援専門員登録者数は3．496名となりました。

《現任研修について》

今年度も習熟度別に基礎I・Ⅱ・専門の3つの研

修課程で行いました。

基礎Iでは保健医療の基礎知識・各サービスの理

解や活用方法と連携など、各分野の専門家を講師に

招いて、5日間、35時間の研修となりました。

基礎Hでは、居宅と施設に分けて、14時間3コー

ス、介護支援専門員の課題や事例を通しか寅留を行

いました。専門も、居宅4コース・施設2コース行い、

介護支援におけるリスクマネジメントや課題分析の

重要性等の試薬及び演習を実施し、より高度な内容

の研修となりました。

各課棍・コースとも、たくさんの受講申し込みを

いただき、熱心に受講していただきました。

～受講上の注意を守って、

お互い気持ちよく受講しましょう。～

（事前申込、遅刻しない、elc）

《介壇支鰻寄89員の支援体制iこついて》

地域の介護支援専門員に対する支援を行うケアマ

ネジメントリーダーが、全市町村に102名配置され

ています。

ケアマネジメントリーダーは2日間の饗成研修の後、

2日間の現任研修を受け、地域での支援活動を行っ

ています。今後は市町村の担当者と協同しながら、

個別相談はもちろん、介護支援専門員に対する地域

支援体制の強化や地域の実情に応じたケア体制の構

築に向けて、重要な役割を担っていただけるものと

期待しております。

【問い合わせ先】

県庁長寿社会課介護保険推進室

TEL：023－630－3123・2810

FAX：023－630－2271

介護保険改正関係～これからの介護支援専門員に求められるものとは

平成12年から施行された介護保険制度は、現在見直し作業が進んでいます。介護支援専門員関

連では、社会保障審議会介護保険部会で「ケアマネジャーの専門性の確立」の必要性が捉起され

ました。

そこで出された意見等を踏まえ、（財）長寿社会開発センターに設けられた「介護支援専門員の

生涯研修体系のあり方に関する研究委員会」において、介護支援専門員が各キャリア段階に応じ

た適切な研修を受けられるような研修体系のあり方について検討されてきましたが、このたび検

討結果が中間報告として取りまとめられました。報告辞では、介護支援専門員を取り巻く現状と

課題を整理し、介護支援専門員に求められる資質や研修のあり方などについて具体的な提言を行
っています。今後、更に具体的な研修カリキュラムの作成・施設介護支援専門員におけるキャリ

アアップ等について検討される予定です。

報告書の全文は、（財）長寿社会開発センターのホームページ（http‥〟www．nenrin．or．Jp）等に掲

載されております。是非ご覧ください。
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山形県介護支援将門貝協議会
第5回通常総会並びに平成17年度第1回研修会

平成17年4月17日（口）13：00－16：00

LII形市総合福祉センター（iii筋I一城西er2－2－22〉

内　容：13：00一14：00　第5回通常総会

主な談超：16年度や葉報告・決銃
17年度事業計画・予算

会恥値上げなど
14∴10－16：00　平成17年度第1回研修会

テーマ：「介護予防について（仮題）」

誇　師：福鵬立医科大学医学部公衆衛生学濡座

教授　安村誠司先生

その他：・例年と会場が異なります
・総会欠席の場合は委任状をご提出トさい。

日　時

会　場

内　容

ペットブームに乗ってという訳ではないのだ

が、我が家でも猫を飼い始めた。雑種のメス。餌

を食べられるようになった時点で知人から譲り受

けた。皆で芸を教え込んだおかげで、「おすわり」

「お手」「おかわり」が出来るようになった。餌を

貰いたい時は泣きながら足踏み（？）をしている。

餌はカリカリのキヤソトフードだけのつもりだ

った。でも、主飼い主に隠れていろんな物を食べ

させた。きゅうり、ズッキーニ、枝豆、ほうれん

草、かぼちゃ、もやし、ご飯、もちろん魚の骨も

食べる。時には盗んで食べてしまっているときも

ある。

正月過ぎた頃から、外でオス猫が騒ぐようにな

った。延び延びにしていた避妊の手術をしなけれ

ばならない。太ってきたので、もしかした

ら・・・と心配していたら、なんと妊娠ではなく、

脂肪が付いているとのことだった。脂肪も取って

もらいお腹はぺったん二になってきた。

手術直後、気を付けていたが、また元の生活に、

お腹になってきてしまった。

人間の私は、チョコレートにはまりいろいろな

種類を注文し食べていたら、脂肪が益々付いてし

まった。自分の体なのに自由に動けない。下腹部

の脂肪がじゃまで曲がったりが億劫だ。そして驚

いた事に、床掃除をしていたら、

「ぶちっ！」の音。アキレス腿ではなく、ベルトが

切れた音だった。

これではいけない。適正体重に、脂肪ではなく

筋肉を付け、体力、抵抗力をつけなければ。と感

じている。

今朝は、やけに猫が走る。ダイエット？

（T・0）

吻∃　＝　お　目

・平成16年度の介護支援専門員実務研修も3月4日

で無事終了。研修生の皆様ご苦労様でした。指

導された動画の皆様もご苦労様でした。新しく

ケアマネになる皆様、この大雪に負けず一緒に

頑張りましょう。　　　　　　　　（バド）
・デイサービス担当の若者の結婚式に出席した。

仲間の職員が、利用者のお祝いの言葉をテープ

で流してくれた。ベテランはベテランで頼りが

いがあるが、若者には、若さを発信する力があ

る。がんばって！　　　　　　　　（ココ）

・介護予防、ケアマネジャーの教育と研修、情報

開示と個人情報保護、地域包括支援センターな

ど、気がかりなことがありすぎて、制度改正に

関連する環境変化にメマイがしそうです。「ケア

マネ仕事をとるか、健康をとるか」なんて選択

はご免ですよね！　　　　　　　　　（K）

・ケアマネの存在が大きくなってきました。責任

も重いようです。しかし、サポート体制の確立

をしないと燃え尽きます。協議会として全力で

対応していきましょう。　　　　　　（M）
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